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深町　幸子		議員

深
町　

川
辺
地
域
の
竹
屋
神

社
方
祭
に
奉
納
さ
れ
て
い

る
、
上
山
田
・
下
山
田
・
中

山
田
の
太
鼓
踊
り
は
「
出

陣
」「
帰
陣
」「
凱
旋
」
と
３

種
類
に
分
か
れ
一
連
の
踊
り

と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
活
性
化
と
文
化
財
継

承
の
た
め
に
、
一
連
の
踊
り

を
県
指
定
文
化
財
に
要
請
す

永
吉　

高
取
川
の
高
嶺
橋
下

流
域
は
、
大
雨
に
よ
り
耕
作

地
が
冠
水
や
土
砂
流
入
な
ど

で
被
害
を
受
け
て
い
る
。
早

急
に
改
修
す
る
よ
う
県
に
要

望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
伊
瀬
知
集
落
内
に

は
防
災
ダ
ム
施
設
の
堰
止
の

る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

県
の
担
当
者
や
県

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の

方
々
を
通
じ
て
、
情
報
提
供

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

国
民
読
書
年
の

　
　
　
取
り
組
み
は

教
育
長
／�

子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
の

実
践
を
図
る

深
町　

平
成
20
年
に
「
国
民

読
書
年
に
関
す
る
決
議
」
が

採
択
さ
れ
、
本
年
が
国
民
読

書
年
と
定
め
ら
れ
た
。
文
部

科
学
省
は
、
学
校
及
び
図
書

館
に
お
い
て
読
書
活
動
推
進

の
た
め
の
行
事
、
取
り
組
み

の
更
な
る
要
請
を
し
て
い
る
。

国
民
読
書
年
に
対
す
る
認
識

と
対
応
を
問
う
。
ま
た
、
新

聞
を
活
用
し
た
読
書
活
動
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　
「
南
九
州
市
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に

従
っ
て
充
実
を
図
る
。
新
聞

活
用
に
よ
る
教
育
を
見
直

し
、
各
学
校
へ
の
新
聞
利
用

を
呼
び
か
け
る
。

県
指
定
に
要
請
は

教
育
長
／
情
報
提
供
を
継
続
す
る

太鼓踊り

高
取
川
改
修
と
畑
か
ん

整
備
の
排
水
路
管
理
は

市
長
／
全
面
改
修
を
要
望
し
て
い
く

河川改修

かつめ保育所の落成で披露された下山田太鼓踊り

永吉　義輝		議員
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竹迫　　毅		議員

竹
迫　

給
食
は
、
児
童
生
徒

の
安
心
・
安
全
、
健
康
な
発

育
の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
で
あ
る
と
と

も
に
、
保
護
者
の
負
担
を
考

え
安
価
に
提
供
す
る
こ
と
も

必
要
と
思
う
が
、
食
材
の
調

達
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
や
基
準
を
問
う
。

教
育
長　

学
校
給
食
法
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る
が
、
目

的
は
、
心
身
の
健
全
な
発
達

に
資
す
る
食
育
の
推
進
で
あ

り
、
目
標
は
、
望
ま
し
い
食

生
活
の
習
慣
、
社
会
性
、
協

同
の
精
神
や
生
命
、
自
然
の

尊
重
な
ど
で
あ
る
。

　

食
材
の
選
定
基
準
は
、
鮮

度
が
良
く
、
不
必
要
な
着
色

料
、
保
存
料
、
漂
白
剤
、
発

色
剤
な
ど
を
使
っ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。

竹
迫　

給
食
セ
ン
タ
ー
に

よ
っ
て
は
、
牛
肉
の
価
格
差

は
２
倍
、
ま
た
、
鶏
肉
は
川

辺
９
０
０
円
、
頴
娃
、
知
覧

は
５
７
９
円
で
あ
る
が
ど
う

違
う
の
か
。

　

地
産
地
消
は
均
等
に
や
る

べ
き
と
思
う
。
ま
た
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
も
努
力
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長　

川
辺
の
鶏
肉
は
皮
な
し
の
た

め
高
い
と
思
う
。

教
育
長　

指
摘
さ
れ
た
点
は
、

課
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
も

の
が
あ
り
、
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

部
分
に
土
砂
や
流
木
な
ど
が

堆
積
し
て
い
る
。
早
急
に
県

に
対
し
て
除
去
す
る
よ
う
要

望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

高
取
川
改
修
は
、
今

後
も
県
に
要
望
し
て
い
く
。

防
災
ダ
ム
は
、
県
の
治
山
施

設
機
能
再
生
対
策
事
業
が
あ

り
、
23
年
度
採
択
に
向
け
て

努
力
し
て
い
る
。

水
汲
み
場
跡
の
整
備
を

市
長
／�

調
査
し
資
料
を
収

集
す
る

永
吉　

水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
当
時
の
湧
水
を
利
用

し
た
水
汲
み
場
跡
を
整
備

し
、
現
場
保
存
や
補
修
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

ビ

※

オ
ト
ー
プ
と
し
て
整
備

し
、
日
本
一
住
み
や
す
い
集

落
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

全
面
的
な
調
査
は
し

て
い
な
い
が
、
今
後
、
調
査

を
行
い
資
料
収
集
し
た
い
。

市
民
が
ホ
タ
ル
や
水
生
昆
虫

と
接
す
る
場
所
や
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

一
方
、
本
来
の
自
然
の
生
態

系
を
残
す
べ
き
で
も
あ
り
、

地
域
の
方
々
と
十
分
検
討
し
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

※
ビ
オ
ト
ー
プ

　

野
生
の
動
植
物
が
生
態
系

を
保
っ
て
生
息
す
る
環
境
を

い
う
。

学
校
給
食

食材調達の
基本的考え・基準は
教育長／学校給食法に基づき実施する

学校給食用の牛肉と生産履歴

冠水流出した高取川
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塗木　弘幸		議員

塗
木　

宮
崎
県
内
で
口
蹄
疫

感
染
が
続
発
し
、
鹿
児
島
県

内
の
農
家
へ
も
多
大
な
影
響

が
出
て
い
る
が
、
今
回
の
感

染
拡
大
は
初
動
対
応
の
遅
れ

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
畜

産
は
本
市
の
重
要
な
産
業
の

一
つ
で
あ
る
。
市
は
、
発
生

予
防
に
努
め
、
発
生
し
た
場

合
の
初
動
防
疫
、
蔓
延
防
止

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考

え
か
。

蔵元　慎一		議員

蔵
元　

国
は
、
地
理
空
間
情

報
活
用
推
進
基
本
計
画
で
、

地
理
空
間
情
報
の
整
備
、
提

供
、
流
通
を
促
進
し
、「
地

理
空
間
情
報
高
度
活
用
社

会
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。
南
九
州
市
で
も

固
定
資
産
税
係
に
お
い
て
地

積
図
デ
ー
タ
、画
像
デ
ー
タ
、

路
線
価
デ
ー
タ
の
統
合
整
備

を
進
め
て
い
る
が
、
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、

今
後
、
多
額
の
予
算
が
投
じ

ら
れ
る
。
行
政
内
部
に
お
け

る
計
画
的
事
業
の
進
行
と
組

織
間
の
連
体
制
を
構
築
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

本
年
度
計
画
し
て
い

る
公
有
財
産
管
理
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
は
統
合
型
Ｇ

※

Ｉ
Ｓ

シ
ス
テ
ム
の
試
験
的
運
用
を

図
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は

個
人
情
報
デ
ー
タ
な
ど
も
あ

る
の
で
、
内
容
を
検
討
し
、

本
市
と
し
て
の
有
効
利
用
を

検
討
し
て
い
く
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

市
長　

本
県
・
本
市
に
お
い

て
発
生
は
し
て
い
な
い
が
、

畜
産
経
営
な
ど
に
多
大
な
影

響
が
出
て
い
る
。
迅
速
な
対

応
が
必
要
で
あ
り
、
市
の
防

疫
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

た
。
万
が
一
の
と
き
は
、
市

長
を
本
部
長
と
し
た
対
策
本

部
を
置
き
、
関
係
機
関
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
。

公
共
工
事
の

　
　
　
適
正
価
格
は

市
長
／�

見
直
し
を
検
討
す

る

塗
木　

国
は
、
公
共
工
事
の

総
合
的
な
利
活
用
は
、
南
九

州
市
情
報
化
計
画
の
中
で
も

位
置
付
け
を
行
い
な
が
ら
、

相
互
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
。

品
質
に
関
す
る
対
策
と
し
て

低
入
札
価
格
調
査
基
準
価
格

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
は
、
昨
年
度
か
ら

最
低
制
限
価
格
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
を
問
う
。

　

市
単
独
事
業
の
諸
経
費
の

積
算
に
は
、
県
に
比
較
し
経

費
の
60
％
～
70
％
の
範
囲
で

調
整
さ
れ
て
い
る
が
、
見
直

す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

国
・
県
の
対
策
や
近

隣
市
町
の
状
況
を
参
考
に
し

な
が
ら
最
低
制
限
価
格
及
び

市
単
独
事
業
の
諸
経
費
率
の

見
直
し
を
行
う
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
地
図

情
報
や
さ
ま
ざ
ま
な
付
加
情

報
を
持
た
せ
、
作
成
・
保

存
・
利
用
・
管
理
し
、
地
理

情
報
を
参
照
で
き
る
よ
う
に

表
示
・
検
索
機
能
を
も
っ
た

シ
ス
テ
ム
。

地
理
空
間
情
報
の
活
用
を

市
長
／
市
情
報
化
計
画
の
中
で

　
　
　
連
携
を
図
っ
て
い
く

ＧＩＳ

口
蹄
疫

感染予防対策は

市長／対策本部を設置し
　　　対応する

ＧＩＳを活用する職員

南九州議会だより　第11号　一般質問

市内に設置された看板
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菊永　忠行		議員

菊
永　

定
数
に
満
た
な
い
園

が
１
園
で
も
あ
る
場
合
は
、

行
政
と
し
て
は
待
機
児
童
が

い
な
い
と
い
う
見
解
だ
が
、

実
際
に
地
域
の
声
と
し
て
兄

弟
で
別
々
の
園
に
通
園
し
た

り
、
定
数
に
達
し
入
園
で
き

な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
行
政

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
考
え
か
。

市
長　

園
に
よ
っ
て
は
定
数

に
満
た
な
い
園
も
あ
り
、
で

き
る
だ
け
理
解
を
頂
け
る
よ

う
対
処
し
て
い
く
。
本
年
度

は
制
度
が
変
わ
り
保
護
者
の

方
々
に
大
変
迷
惑
を
か
け
て

い
る
部
分
も
あ
り
、
今
後
は

事
前
に
、
園
、
保
護
者
と
協

議
を
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
入

峯苫　勝範		議員

峯
苫　

知
覧
体
育
館
横
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
交
通
公

園
を
移
設
し
、
駐
車
場
と
し

て
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
大
型
連
休
や
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
駐

車
場
が
足
り
ず
観
光
客
な
ど

駐
車
に
迷
っ
て
い
る
が
、
公

園
周
辺
の
総
合
案
内
板
と
各

駐
車
場
に
看
板
を
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

園
、
入
所
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
ま
た
本
年
度
の
反

省
を
踏
ま
え
来
年
度
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
兄
弟
は

同
じ
園
で
保
育
で
き
る
よ
う

市
長　

平
和
公
園
は
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
い
た
施
設

で
、
変
更
に
つ
い
て
は
難
し

い
状
況
で
あ
り
現
状
の
ま
ま

と
し
た
い
。

教
育
長　

公
園
周
辺
に
は
、

12
箇
所
の
駐
車
場
が
あ
り
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も

対
応
で
き
る
と
考
え
る
が
、

公
園
の
外
側
に
も
駐
車
場
が
あ

る
た
め
分
か
り
に
く
い
の
で
、

各
施
設
へ
通
じ
る
道
路
に
案
内

板
の
設
置
を
検
討
す
る
。

平
和
公
園
桜
並
木
の
　

対
応
策
は

市
長
／�

樹
勢
回
復
措
置
を

施
す

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後

も
南
九
州
市
の
保
育
所
・
幼

稚
園
が
、
共
存
共
栄
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

保
護
者
の
方
々
の
要
望
に
も

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を

し
、
児
童
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
童
保
育

峯
苫　

平
和
公
園
の
桜
の
開

花
が
思
わ
し
く
な
く
樹
木
医

に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た

が
、
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

大
型
バ
ス
駐
車
場
側

と
中
央
植
樹
帯
の
桜
は
48
年

が
経
過
し
古
木
と
な
っ
て
い

る
。
自
由
広
場
側
は
23
年
し

か
経
過
し
て
い
な
い
の
で
、

枯
枝
の
撤
去
、
剪
定
整
枝
な

ど
樹
勢
回
復
措
置
を
実
施
し

延
命
を
図
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

戦
争
史
跡
の
整
備
及
び
活

用

児
童
福
祉
対
策
を
問
う

市
長
／�
市
全
体
で
一
つ
の
保
育
園
域

と
し
て
充
実
を
図
る

保育所

平
和
公
園

公園の用途変更と
案内板の設置は
市長・教育長／用途変更は難し
いが、看板などは検討する

仲良くおやつを食べる園児

南九州議会だより　第11号　一般質問

総合案内板設置が必要な平和公園駐車場
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知
覧
町
　
塩
屋

緒
方
幸
一
郎

　

松
山
校
区
公
民
館
の
年
間

行
事
と
い
う
こ
と
で
、
議
会

傍
聴
に
参
加
し
ま
し
た
。
傍

聴
し
て
み
て
、
議
員
の
方
々

が
私
た
ち
の
代
表
と
し
て
、

市
民
の
健
康
的
で
安
心
安
全

な
生
活
の
た
め
に
、
日
々
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
り
、
大
変
有
意
義
で
充

実
し
た
議
会
傍
聴
で
あ
り
ま

し
た
。

　
　
　
知
覧
町
　
塩
屋

衛
藤
て
る
よ

　

今
回
、
松
山
校
区
の
役

員
23
名
で
傍
聴
い
た
し
ま
し

た
。
前
に
議
場
見
学
は
あ
っ

た
の
で
す
が
…
。
議
員
の

方
々
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

の
質
問
や
、
市
役
所
の
方
々

の
て
き
ぱ
き
と
し
た
応
答
、

緊
張
し
た
中
に
、
き
り
っ
と

し
た
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

む
ず
か
し
い
言
葉
も
あ
り
ま

し
た
が
と
て
も
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
私

た
ち
市
民
の
た
め
の
議
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〝
傍
聴
者
の
声
〟

次の議会は9月7日開会予定
“手続き簡単” 本館2階で住所・氏名などを書くだけ

議会
を傍聴してみませんか。

南九州議会だより　第11号　一般質問

加治佐民生		議員

加
治
佐　

信
号
機
及
び
横
断

歩
道
の
設
置
に
お
い
て
、
市

と
公
安
委
員
会
の
連
携
は
と

ら
れ
て
い
る
か
。

市
長　

信
号
機
及
び
横
断
歩

道
の
設
置
や
管
理
に
つ
い
て

は
、
交
通
安
全
上
重
要
な
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
安

委
員
会
の
許
可
・
地
区
の
合

意
が
必
要
に
な
る
。
市
と
公

安
委
員
会
と
は
、
直
接
の
連

携
は
な
い
が
、
地
元
の
南
九

州
警
察
署
を
通
し
て
要
望
す

る
こ
と
と
な
る
。

　

現
在
、
市
当
局
、
警
察

署
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
各

種
団
体
や
地
区
の
方
々
が
参

加
し
、
交
通
安
全
総
点
検
の

実
施
、
交
通
死
亡
事
故
診

断
・
検
討
会
も
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
場
所
に
よ
っ
て

は
、
南
薩
地
域
振
興
局
や
鹿

児
島
国
道
事
務
所
の
職
員
も

参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
役
所
へ
の
要
望

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

南
九
州
警
察
署
へ
連
絡
を
と

り
伝
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

通
学
路
の
危
険
箇
所
対
策

交
通
安
全
対
策

信号機・横断歩道
の設置は

市長／関係機関と連携を図る

危ない折尾交差点

多くの傍聴者が訪れた６月議会




